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研究結果の概要 

生活環境を含む社会の変化により、社会に出た子供世帯がその親世帯と同居する数は年々減少

傾向にあります。やがて親世帯は高齢者とともに体力の低下や、運転免許証の返納などによって

社会参加機会が減少し、そのことが地域社会から孤立した独居高齢者や老老世帯高齢者を生み出

す構造へとつながっています。独居高齢者や老々世帯高齢者は、連絡手段が整備されていない環

境に居住し、孤立しているケースが多く、緊急事態の発見遅れなどの問題につながってしまいま

す。このような問題を解決するためには、万一の際のセーフティネットを準備して孤立を防ぎつ

つ、独居や老々世帯であっても高齢者が健康で自立した生活を送れる環境を整備することが重要

です。 

本研究の目的は、上記の問題の解決に向けて高機能なセンサ群と高度な状態識別技術を用い、

万一の危険状態の検出を行いながら、日常生活におけ

る健康状態の継続的な把握を同時に行うことが可能な

見守りシステムを構築することです。私たちはこのシ

ステムの実現に向け高齢者の転倒や浴室における溺状

態などの万一の状態を検出するシステムのみではな

く、熱センサによる頭部温度推定を行うシステムのよ

うに日常生活における体温の変化をつかむことによっ

て、発熱や低体温などの発見につながる緩やかな変化

もしっかり把握できるシステムも開発しました。さら

に、高齢者が独居生活を継続できるかどうかを判断す

るために役立つ情報として、日常生活における手の上

がり具合や、食事のスピード・量を推定し、長期間に

わたり継続的に見てその変化を把握するためのシステ

ムを作成しました。実用化を意識して、これらのシス

テムを民間のサービス付き高齢者住宅の一室に構築し

研究をすすめてきました。研究の結果は２件の学会で

発表し、１件の特許出願を行ないました。 

今後の展開 

開発したシステムの一部は、県内の医療法人と協力して、さらに実用性の高いものへ改良する

ための研究を継続しています。 

今後は、一般家庭に普及させることを最終的な目標に設定して、医療機器メーカの方々にも声

をかけて、経済的かつ実用的な商品開発に向けた検討を進めていきたいと思います。 
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